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発明の概要 

2018年11月分注目特許 No.1 

特徴 

 関連分野  医薬、ケミカル、医療・保健衛生 

飲食 ミミズ乾燥粉末から得られる安全な酵素活性促進剤 

代表図 

 所定の酵素に対して活性促進効果を有する酵
素活性促進剤の製造方法及びその含有物 

ミミズ抽出液画分の乾燥粉末によるトリプシン活性の促進効果に
おけるミミズ抽出液画分の濃度依存性 

 所定の酵素がトリプシン、キモトリプシン、リパー
ゼ、及びこれらの酵素の類縁酵素類から選択され
る酵素活性促進剤の製造方法である。 

 本発明は、ミミズ乾燥粉末に水を加えるなどして
ミミズ抽出液を得る抽出工程と、そのミミズ抽出液
に由来する分子質量３ｋＤａ未満のミミズ抽出液画
分を得る分画工程を実行して得られるミミズ抽出
液画分から、酵素の活性促進効果を有する酵素
活性促進剤を得られる。このようにして得られたミ
ミズ乾燥粉末由来の酵素活性促進剤は、酵素を
促進する目的の医薬品、飲食品、添加物などとし
て用いることができる。 



  応用の可能性 
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  応用の可能性/活用企業例/最新動向 

本ページの情報は2019年1月時点において事務局が調査を行った結果に基づきます。 

応用の可能性 

ワキ製薬株式会社の本発明に関する最新動向 

・株式会社日本サンガリアベバレッジカンパニー 

・医薬品 

・飲食品 

・添加物 

など 

など 

・アサヒ飲料株式会社 

・株式会社キリンビバックス 

・あすかアニマルヘルス株式会社 

・ユーシーシーホールディングス株式会社 

・株式会社明治 

・森永乳業株式会社 

本技術の活用が見込める企業の一例 

・本件特許に関連する動向情報は見受けられないが、ミミズに関する有益情報を提供する「ミミズ大学」
（http://41332.jp/）というホームページを公開し情報提供を行っている。 

・大塚製薬株式会社 

・第一三共株式会社 

・大正製薬株式会社 

・塩野義製薬株式会社 

・協和発酵キリン株式会社 

http://41332.jp/

